
取組後の感想

・手入れがなされず放置された人工林の間伐を
行うことができた。

取組のきっかけ・経緯

・手入れがなされず放置され、緊急に整備が必
要な人工林について、森林の公益的機能を持続
的に発揮させるため、間伐、被害木の伐倒整理
等を行った。

手入れがなされず放置され、緊急に整備が必要な
人工林について、間伐を行った事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 広島市

今後の展開

・間伐後の人工林に対して、継続的に適切な管
理を行う必要がある。

取組の内容

・事業主体： 林業事業体３団体
・実施場所： 広島市内一円
・実施量： 124.36ha
・事業費総額： 51,799,130円
・実施期間：令和５年９月１日

～令和６年３月27日

【施業前】 【施業後】



取組後の感想

【良かった点】

・間伐することにより人工林内の下層植生が生
育し、森林の公益的機能を備えた人工林への育
成が期待される。

取組のきっかけ・経緯

・森林の公益的機能を持続的に発揮させるため、
手入れが不十分な人工林について所有者と協
議を行い、間伐を実施した。

人工林の手入れが不十分な森林の保全を図るた
め整備を行った事例
事業名：環境貢献林整備事業
市町名：三原市

今後の展開

・近年の豪雨災害の状況からも、手入れが不十
分となっている人工林の整備を進める。

・今後も森林組合を通して森林所有者へ事業の
利用を呼びかける。

取組の内容

・事業主体：三原市
・実施場所：三原市本郷町・他
・業務委託先：尾三地方森林組合
・業務量：3.72ha
・業務金額：1,602,000円
・業務期間：令和６年２月１６日

～令和６年３月２９日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】

・対象森林の水源涵養機能、土砂災害防止機能
及び生物多様性保全等の公益的機能を回復し、
継続的に発揮できるようになった。

取組のきっかけ・経緯

・手入れがなされず放置され、緊急に整備が必
要な人工林について、森林の公益的機能を持続
的に発揮させるため、間伐、被害木の伐倒整理
等を行った。

手入れがされていない人工林の整備により公益的
機能の発揮を促した事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 尾道市

今後の展開

・引き続き人工林健全化事業（過去１５年間（保
安林等については１０年間）に一度も森林整備
が行われていない人工林）を対象に整備を行う。

取組の内容

・事業主体： 尾道市
・実施場所： 尾道市御調町津蟹・大蔵
・業務委託先： 尾三地方森林組合
・業務量： 森林整備2.19ha
・業務金額： 1,035,000円
・業務期間： 令和６年１月26日

～令和６年3月31日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】

・町広報誌へ施業箇所の募集を掲載したことに
より、事業要望だけではなく、自らが所有する山
林について関心を持たれた方からの問い合わせ
が多くあった。

取組のきっかけ・経緯

・町内に森林を所有されている方からの要望や、
町広報誌による施業箇所の募集を行い、人工林
について整備を実施することとした。

人工林の公益的機能回復に取り組んだ事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 世羅町

今後の展開

・近年の集中豪雨の状況に鑑み、今後も、長年
手入れのされていない人工林の整備を進め、森
林の持つ公益的機能の発揮を目指す。

取組の内容

・事業主体： 世羅郡森林組合
・実施場所： 町内36箇所
・業務委託先： ―
・業務量： 23.03ha
・業務金額： 12,596,300円
・業務期間： 令和５年６月１日～

令和６年３月19日

【整備後】【整備前】



取組後の感想

【良かった点】

・森林内が明るくなり、良質な木の成長が期待で
きる。

取組のきっかけ・経緯

・人工林を管理する必要性を知っていたが、定期
的な手入れが出来ていないため、林内が暗く
なっていた。
・森づくり事業を利用して、間伐をおこなった。

民有林における間伐の施業事例
事業名 環境貢献林整備事業
市町名 神石高原町

今後の展開

・定期的な森林管理を実施する。

取組の内容

・事業主体： 山林所有者
・実施場所： 神石高原町小畠
・業務委託先： 林業事業者
・業務（実施）量： 間伐面積0.77ｈａ
・業務金額（事業費総額）： 383,000円
・業務（実施）期間： 令和５年９月

～令和５年12月

【写真】
施業前後
または
活動中の写真

【写真】
施業前後
または
活動中の写真

【整備後】 森の中に陽光が入りました！ 【整備後】 整然と並んだ美しい人工林です。
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